
材料力学・同演習　第１３回演習問題

学籍番号　　　　　　　　　　　　氏名

①
（１） 下図に示す柱の座屈モードを書きなさい。また、座屈長さを l を用

いて、座屈荷重（Pk）を、P 用いてそれぞれ示しなさい。

ただし、柱の断面二次モーメント（I）は図に示す通りとする。
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（２） 下図のトラス構造物において、すべての部材の軸力を求め、応力図

を図示しなさい。ただし、解法は問わない。
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②
（３） 半径 30mm、ヤング係数 2.0×105N/mm2、降伏点強度 180N/mm2 の

円形断面を持つ長さ 2m の棒鋼がある。このとき，次の問に答えな

さい。ただし，円周率は 3.14 として計算しなさい。

１）今，棒が降伏するまで棒の両端に引張力を加えた。
棒の降伏荷重（Py）はいくらか。また，降伏直前の垂直ひずみ度（εy）
および伸び量（Δly）を求めなさい。

２）逆に棒の両端に圧縮力を加えたとき，棒の座屈荷重（Pk）はいくらか。また，座屈を起こす直前の垂直
応力度（σk），垂直ひずみ度（εk）および縮み量（Δlk）を求めなさい。ただし，座屈長さは 2mとして良い。
円の断面二次モーメントは、I=πr4/4（r：半径）で計算することができる。

３）２）において、断面二次半径（i）と細長比 (λ) を求めなさい。また、求めた細長比から座屈応力度 (σk)
を求めなさい。

４）（２）のトラス構造物に上記部材を用いたとき、どこまで耐えうるか（16Pの値を）答えなさい。
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学籍番号　　　　　　　　　　　　氏名

①座屈荷重材料力学・同演習　宿題１１

（１） 柱頭柱脚がピンで支持されている長さ 5m の柱がある。柱の断面が

下図に示すような形状であるとき、柱の座屈荷重、座屈応力度、断

面二次半径及び細長比を答えなさい。

ただし、材料のヤング係数を E=2.0×105N/mm2 とする。また、柱の断面二次モーメン

ト（I）は図に示す方法で求められるものとする。

（２） 下図のトラス構造物において、すべての部材の軸力を求め、応力図

を図示しなさい。ただし、解法は問わない。
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４）（２）のトラス構造物に上記部材を用いたとき、どこまで耐えうるか（8Pの値を）答えなさい。

②座屈荷重材料力学・同演習　宿題１１

（３） 半径 16mm、ヤング係数 2.0×105N/mm2、降伏点強度 300N/mm2 の

円形断面を持つ長さ 2m の棒鋼がある。このとき，次の問に答えな

さい。ただし，円周率は 3.14 として計算しなさい。

１）今，棒が降伏するまで棒の両端に引張力を加えた。
棒の降伏荷重（Py）はいくらか。また，降伏直前の垂直ひずみ度（εy）
および伸び量（Δly）を求めなさい。

２）逆に棒の両端に圧縮力を加えたとき，棒の座屈荷重（Pk）はいくらか。また，座屈を起こす直前の垂直
応力度（σk），垂直ひずみ度（εk）および縮み量（Δlk）を求めなさい。ただし，座屈長さは 2mとして良い。
円の断面二次モーメントは、I=πr4/4（r：半径）で計算することができる。

３）２）において、断面二次半径（i）と細長比 (λ) を求めなさい。また、求めた細長比から座屈応力度 (σk)
を求めなさい。
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